
資料No.9は 、鉱津 としてよいが、

基地組織中に認められる金属粒の残

留がほぼ皆無であ り、始原の鉱石の

性質を推定するのは困難である。

その他の資料は、表面か らの蛍光

X線 分析で見る限 り、ほとんど鉄を

検出するのみであ り、特に特徴的な

元素を見出すには至らなかった。

5ま とめ

島根県津和野町寺 ケ台前田遺跡か

ら出土 した金属生産に関わるであろ

うと見 られる遺物に対 して科学的な

調査を行 った。特に、板状の鉱津2

点については、内部 の微細な構造 と

材質分析を行い、一つは硫化銅を鉱

石 とする銅製錬が行なわれた際に排

出された鉱津の一部 であると考えら

れる。

【参考文献】

1村 上 隆他:「 石見銀 山遺跡

科学調査報告書」島根県教育委員会 ・

大田市教育委員会(2002)

図1.資 料No.2の 断 面 観 察

図2.資 料Nσ3の 断面観察
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一59一 図3.資 料No.2の 微 小 部X線 分 析



図4.資 料No.3の 微 小 部X線 分 析



島根県津和野町寺ケ台前田遺跡における自然科学分析

渡辺正 巳 ・古野 毅(文 化財調査コンサル タン ト株式会社)

はじめに

本報は以下に示す目的に従い、文化財調査コンサルタント株式会社が津和野町教育委員会の委託

を受け実施 した樹種同定および微化石概査報告書の概報である。

①寺ヶ台前田遺跡内の掘立柱建物跡の柱を対象 とした樹種同定を行い、柱の用材についての資料

を収集する。

②寺ケ台前田遺跡内より採取 した土壌試料の分析(微 化石概査)に より、寺ヶ台前田遺跡内の古

環境推定の資料 とする。

また、寺ケ台前田遺跡は、島根県津和野町の北部の大字邑輝、通称 「西谷地区」に位置する。

試料について

トレンチ4内(Rラ イン)お よびこれに直交する調査区法面において、微化石概査用試料を採取

した(ト レンチ4で 試料No.1～4を 、 これに直交する調査区法面で試料No.5、6を 採取 した。(本

書の発掘報告参照))。採取地点の模式柱状図および試料採取層準を図2の 花粉ダイアグラム左側に

示す。

樹種同定試料の一覧を表1に 示す。津和野町教育委員会により採取後保管されていた試料を同定

の対象 とした。

分析方法 および分析結果

1)木 材樹種 同定

顕微 鏡観察用永久 プ レパ ラー トは、渡辺(2000)に 従 い作成 した。作成 した永久 プ レパ ラー一ト

には整理番号 を付 け、文化財調査 コンサル タン ト(株)に て保 管管理 を してい る。顕微鏡観察 は、

光学 顕微 鏡下で4倍 ～600倍 の倍率 で行 った。同定 した分類群 ごとに最 も特徴的 な試料(下 線試

料)に つい て、3断 面の顕微鏡写真撮影 を行 うとともに、島地 ほか(1985)の 用語 に基 本的に従 い、

記載 を行 った。

同定結果を表1に ま とめた。 また、各分類群毎 の記載を以下 に示す。

(1)モ ミ属Abiessp.

試料No.:1415(WO4042802)、1432(WO402803)

記載:構 成細胞は仮道管 、放射柔細胞か らな る。早材か ら晩材への移行 はやや急で、晩材 の幅 は広い。

分野壁孔 は小型で、放射柔細胞に典型 的な じゅず状末端壁 をもつ ことな どか ら、モ ミ属 と同定 した。

(2)ク リCas亡aneacrenataSieb.etZucc.

試料No.:1411(WO4042707)、1412(WO4042805)、1414(WO4042808)、1407(WO4042704)、141

3(WO4042810),1418(WO4042807),1420(WO4042811),1422(WO4042809),1439(WO40427

01),1441(WO4042702)

記載:環 孔材 で円形 ない し楕 円形 の長径300～400μmの 道管が単独で多列 に配列 し、孔 圏部 の

幅 はかな り広 い。孔圏外 の道 管は50μm程 度で、移行部 に100～200μmの 大 きさの ものが

顕著な個体 もあ る。孔 圏外での道管の配列 は放射状、あるい は火炎状である。道管せん孔 は単せ ん

孔で、チ ロースが顕著 に認め られる。孔 圏道管の周 りには周 囲仮道管が存在す る。軸方向柔細胞 は

単接線状 に配列する傾 向にあ る。放射組織 は単列同性型 である。以上 の組織上の特徴 か らク リと同
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定 した。

(3)ケ ヤキZelkovaserrata(Thunb.)Makino

試料No.:1419(WO4042801)、1428(WO4042804)

記載:環 孔材で、長 径100～200ｵmの 円形ない し楕円形の道管 が単独 あるい は2個 複合 し、1

～3列 に配列 す る。孔圏外 には小 さ く角張 った道管 が多数 房状 に集合 し、接線状～斜 線の集 団管

孔を形成 している。道管せん孔 は単せん孔で、小道管 にはらせん肥厚が認 め られる。放射組織 は異

性で、1～6細 胞幅 で、高 さは500μmま でで ある。大 き さの一・様 な紡錘形放 射組織 が 目立 つ。

また、上下 の縁辺 に結晶細胞が存在する ものもある。軸方向柔組織は周 囲状 である。以上の組織上

の特徴 か らケヤキ と同定 した。

(4)ク スノキClnnamomumcamphora(L.)Presl

試料No.:1436(WO4042703)、1366(WO4042813)

記 載:散 孔材 で、長径50～150μmの 道管 が単独 あるいは放射方向 に2～4個 複合す る。軸 方

向柔細胞 は道管の周 囲を厚 いさや状 に囲む周囲状である。道管せ ん孔 は単せん孔、道管相互壁 孔は

交互壁孔を示す。道管 内にはチロー スが認め られ る。放射組織 は異性 で、1～3細 胞幅 である。道

管放射組織間壁孔は対列状 ない し階段状であ る。異形細胞 である油細胞が放射組織上下 の縁辺 およ

び軸方向柔細胞 で認 め られ、特 に後者で顕著 である。以上 の組織上の特徴か ら、クスノキ と同定 した。

(5)サ クラ属Prunussp.

試料No.:1272(WO4042812)、1409(WO4042705)、1410(WO4042706)、1437(WO4042806)

記載:50～90μmの 道管が、単独ない し2～3個 複合 して年輪 内に散在状 に分布 する散 孔材で

あ る。道 管せん孔 は単せん孔で、道管の側壁 に緩傾斜の らせん肥厚 が認め られ る個体 もある。側壁

の壁孔 は交互状 であ る。道管 内腔 に着色物質が 目立 つ。放射組 織 は同性 で1～3細 胞 幅(高 さは

1㎜ 程度 まで)で 、同性ない し異性 であ り、上下縁辺に方形細胞が見 られ る。軸方向柔組織 は不顕

著 であるが、道管周囲状ない し散在状 である。以上の組織上 の特徴か ら、サ クラ属 と同定 した。

試料番号 整理番号 樹 種 名 種 別 遺構 推定時期

1272 WO4042812 サクラ属 柱 根 SP106

SB11 中世後半～近世
1412 WO4042805 ク リ 柱 根 SP371

1414 WO4042808 ク リ 柱 根 SP375

1436 WO4042703 クス ノキ 柱 根 SP403

1410 WO4042706 サクラ属 柱 根 SP253
SB12 中世後半～近世

1411 WO4042707 ク リ 柱 根 SP350

1366 WO4042813 クス ノキ 柱根(小 片) SP377

SB13 中世後半～近世

1407 WO4042704 ク リ 柱 根 SP112

1413 WO4042810 ク リ 柱 根 SP374

1418 WO4042807 ク リ 柱 根 SP405

1419 WO4042801 ケヤキ 柱 根 SP420

1437 WO4042806 サクラ属 柱 根 SP485

1409 WO4042705 サクラ属 柱 根 SP245 SB14 中世後半～近世
1415 WO4042802 モ ミ属 柱 根 SP398

SB15 中世後半～近世

1420 WO4042811 ク リ 柱 根 SP426

1422 WO4042809 ク リ 柱 根 SP475

1428 WO4042804 ケヤキ 柱 根 SP579

1432 WO4042803 モ ミ属 柱 根 SP726

1439 WO4042701 ク リ 柱 根 SP729

1441 WO4042702 ク リ 柱 根 SP740

表1樹 種同定試料(同 定結果)一 覧表
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lGastaneacrerratoSieb.etZucc.試 料Nd414(WO4042808)
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横断面 接線断面 放射断颪
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・ケ ス ノ キ1?117 、η2伽 吻r伽 ∂2zη"乃or∂(L、Pr融1計i矧 緬 播26酬n46ク703}

薗

一N-hラ 属 〃 〃η〃8fP
.
。試 料Nd410(WO404270fi),.

放射断圓

横 断幽 接線断面 放射断面

〔処 理 内容 〕 〔処理手 順 〕

基 準 量 摘 出

i

泥 化分散処理

1

滑染部量を騰
によ り川…2〔

卜:い:)H溶i趨等

糾をシェイカ

1P撮 動齢で
・隣去

±型時計皿と

り時計皿法 で

細 粒物質除去

i

微 化 石 濃 縮
1

1 1

過酸化水素処理 1弗化糠 酸処理1
1 1

標 本 作 成 1重 一 分 離
1

脱 水 処 理

1

水 洗 ・ 濃 縮

i

標 本 作 成

〔::hユ聖王里内 容 〕

試科1工:1手立廣

卜1)H啓 趨 等 〔r:1分散 剖1=よ し」試

1P撮 動 齢7==1ロ イ ト=量 毛…分 離

±型時計皿とアスピ レーal=よ

植掬覧を漕解 ・眺 去

マウンデンメデぜアによヒ1

包理 しフ レバラー トを作高

【珪酸 質】

弗 化 水 素 酸 処 理 珪酸塩絋掬宜を漕解 ・日:余去

比重s1一 ∋願:1重液中で通心量

離 離 し樹 ・贈を濃 縮

アセ ト1」シス処 理によ1」睨,p::と
王里 セル ロース量 を溶解 ・6:去

遠心分離器 によリ水洗 し、

濃 縮 性掬 宜を溶解 ・暁去

ゴ1」セ1」ンゼリーに より包王里し

成 プい 行 一トを作砿

【植物 質】

図1 微化石概査処理フ ローチャー ト
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2)微 化石概査

図1に 分析処理方法のフローチャー トを示す。「植物質」のプレパラー トは花粉分析に用いる観

察用プレパラー一トであり、花粉、炭、植物片の含有状況を調べた。r珪 酸質」のプレパラー トは花

粉分析処理の残渣を用いた簡易プレパラー トで、珪藻、火山ガラス、植物珪酸体(プ ラン ト・オパー

ル)の 含有状況を調べた。

概査結果を表1に まとめるとともに、花粉化石については図2に 、それぞれの試料で確認された

種類を花粉ダイアグラムの形式で示 した。

用材(柱)に ついての特徴

前述の様に20本 の柱について樹種鑑定を行った結果、モミ属が2本 、クリが10本 、ケヤキが2本 、

クスノキが2本 、サクラ属が4本 確認できた。

柱材に用い られる針葉樹では、スギ、 ヒノキ属の用例が多い。一方、今回判明した針葉樹は全体

の1割 ほどであり、しかも全てがモミ属であるなど、特記する必要があろう。今後、建物のどの部

分に使用された柱であるかなどの特定が重要である。

広葉樹の内クリが10本 と全体の5割 を占める。伊東ほか(1987)、 山田(1993)の 集成では

クリ材の柱への使用例は多 くはないが、島根県内では出雲国府跡(渡 辺 ・古野,2003)な どで多

数記載されている。また、ケヤキ、クスノキ、サクラ属などについても県内、あるいは全国的には

用例は多 くはない。今後のデータ集積のために重要 となろう。

寺ケ台前田遺跡での農耕につて(今 後の展望)

概査の結果、花粉化石の検出量は少な く、通常の顕微鏡観察に耐えうる試料ではなかった。一・

方花粉化石の検出量が少ない中で、試料No.1、2、6か らはソバ属花粉が検出された。このことは、

該当層準での農耕(ソ バ栽培)を 示 していると考えられる。

またプラン ト・オパールも少なからず検出され、精査によってイネ科植物についての栽培の様相

が明らかになる可能性が指摘される。

花粉化石の検出量が少ないものの、農耕など局地的な植生についての考察には耐えうるデータが

得られることが明らかにあった。また、プラン ト・オパール分析に置いても同様のことが言える・

今後、遺跡内での農耕について論 じる際には、これらの分析が必要不可欠となろう。
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試 料No. 花 粉 炭 植物片 珪 藻 火 山ガラス フ.ラント・オハ㌧ ル

1 △ × 0 D △ △ 0

2 △ 0 D Ox D O

3 Ox 0 D D 0 0
4 △ × 0 D 0 0 0

5 D O D D 0 0

6 D 0 D △ × O △

凡例 ◎:十 分な数量が検出できる ○:少 ないが検 出できる

△:非 常に少 ない △ ×:極 めてまれに検出で きる ×:検 出できない

表2微 化石概査結果

図2花 粉 ダイ ア グラ ム
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図 版1
(出合的場遺跡)

調査区 と トウノウ城跡(右 上の山)

発掘調査区全景
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図 版2
(出合的場遺跡)

発掘調査重点範囲全景

トレンチ2土 層断 面

トレンチ2全 景 青花出土状況 打製石斧出土状況
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図 版3
(殿河内遺跡)

調査区 と寺ヶ台前田遺跡 調査区と トウノウ城跡

遺構検出の調査区全景
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図 版4
(殿河内遺跡)

トレンチ3全 景 トレンチ3南 端土層断面

SX3・9、SP21発 掘 状 況 SP41(SB1)柱 痕検 出状 況

SK1～3周 辺(西 よ り) SK1周 辺(東 よ り)
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図 版5
(殿河内遺跡)

SK2発 掘 状況 SK3発 掘状 況

SK4発 掘状況 SK5発 掘状況

瓦質 土器(16)出 土状 況 瓦 質土器(17)出 土状 況

縄 文土器(21)出 土状 況 発掘作業風景
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図 版6
(寺ヶ台前 田遺跡)

調査区より字 「寺ヶ台」 を望む

発掘調査範囲全景
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図 版7
(寺ヶ台前 田遺跡)

調査区南半全景 調査区北端全景

調査区北端全景 調査区南半全景

発掘作業風景

調査 区と殿河内遺跡 ・トウノウ城跡 発掘作業風景
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図 版8
(寺 ヶ台前 田遺跡)

トレンチ1 トレンチ2東 半

トレンチ3東 半 トレンチ3東 半の段状遺構集石

トレンチ4東 半 トレンチ4東 半の段状遺構集石

トレンチ4東 端
トレンチ5

一74一



図 版9
(寺ヶ台前 田遺跡)

トレンチ7の 段 状遺構(南 よ り) トレンチ7の 段 状遺構(北 よ り)

トレンチ6 トレンチ8

トレンチ9 トレ ンチ10
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図 版10
(寺 ヶ台前 田遺跡)

SK19集 石検 出 状況 SK19土 層 断面

SK35集 石検 出状況 SK47集 石検 出状 況

SK48発 掘 状況 SK49集 石 検 出状況

SK50集 石 検 出状 況 SK51半 掘 状況
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図 版11
(寺ヶ台前田遺跡)

SD1・SK17周 辺発掘 状 況

SD2周 辺発掘状況 SD3西 半周辺発掘状況
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図 版12
(寺 ヶ台前 田遺跡)

SD3焼 石 ・青磁 出土 状況 SD3東 端土層断面

SD9集 石検出状況

SX24・26周 辺検 出状 況 SX24焼 石検 出状況
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図 版13
(寺ヶ台前 田遺跡)

SX38土 師器 出土状 況近 接(1～3枚 目)

SX38半 掘 土層 断面 SX38土 師器 出 土状況(1～3枚 目)

SX38土 師器 出土状 況(4枚 目) SX38土 師器 出土状況(5枚 目)

一79一



図 版14
(寺ヶ台前田遺跡)

SP106柱 根 出土状 況 SP253柱 根 出土 状況

SP116土 層断 面 SP116柱 根 ・瓦等 出土 状況

SP279発 掘状 況 SP279炉 壁 出土 状況

SP398柱 根 出土状 況 SP468鉱 津 出土状 況
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図 版15
(寺 ヶ台前 田遺跡)

SP425(左)・426(右)発 掘 状 況 SP426銭 貨出 土状況

SP576柱 根 出土状 況 SP725柱 根 出土状 況

青磁(116)出 土状 況 褐粕 瓶(124)出 土状況

焼締 陶器(131)出 土状 況 銭 貨(159)出 土状 況
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